
【公共事業関係費】

新規事業採択箇所数

旭川ダム再生事業 直轄事業等 1

合　　　　計 1

総　　　　計 1

令和８年度予算概算要求に係る新規事業採択時評価について
（令和７年８月末時点）

事　　　業　　　区　　　分



【公共事業関係費】
【ダム事業】

（直轄事業等）

※内の事業費は「共同費としての事業費」のうち当該事業負担分から工事諸費を除いた事業費

水管理・
国土保全局

治水課
(課長 笠井 雅広)

Ｂ／Ｃ

【内訳】
　事業費：666億円
　維持管理費：78億円

5.1

ダム再生事業の完成により、河川整
備計画目標規模の洪水に対して以下
の効果が想定される
・最大孤立者数(避難率40％)は、約
44,600人から大幅に減少
・電力停止による影響人口は、約
23,300人から大幅に減少

旭川ダム再生事業

中国地方整備局

1,100

(1,019)※
3,777

【内訳】
　被害防止便益：　3,753億円
　残存価値：　24億円
　

【主な根拠】
年平均浸水軽減世帯数(1/40確
率)：　326世帯
年平均浸水軽減面積(1/40確
率)：18ha
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事 業 名
事業主体

総事業費
（億円）

費用便益分析

貨幣換算が困難な効果等による評価
担当課

（担当課長名）
貨幣換算した便益:B(億円) 費用:C(億円)

令和８年度予算概算要求に係る新規事業採択時評価結果一覧

（令和７年８月末時点）

便益の内訳及び主な根拠 費用の内訳


